ＳＶ２００４　会則　

第１章　総則

（名称および窓口）

第1条 この会は、ＳＶ２００４と称し、呼称をエスブイ２００４（以下「本会」。）という。

窓口を　〒　９８０－００１４　仙台市青葉区一番町４－１－３

　　　　　市民活動サポートセンター　ＳＶ２００４　レターケース　ＮＯ．５０　とする。　　　　　　
（目的）

第2条 本会はスポーツをより楽しくより良くコーディネイトし、ネットワークを通じて環境改善に取組むことでスポーツの振興と、スポーツに関わる人々の社会的認知を高めることに貢献する。

（事業の種類）

第3条 本会は、前条の目的を達成するために自主独立の運営を基本として、次の各号に

掲げるボランティア活動を行う。

（1） スポーツ全般のコーディネイト活動

（2） スポーツ及びボランティアセミナー活動

（3） スポーツ関連調査・企画・提案活動

（4） スポーツ情報発信活動

（5） スポーツネットワーク交流活動

（6） スポーツ環境改善活動

（7） スポーツの振興及びスポーツを通じたまちづくりに関する活動

（8） その他本会の目的達成のための活動。

第２章　会員

（会員種別）

第4条 本会の会員種別は次のとおりとする。ただし、未成年者は保護者の承認を得るものとする。

（1） ＳＶ会員

スポーツを愛し、本会の目的に自らすすんで参加できる１８歳以上の個人

（2） サポート会員

スポーツを愛し、本会の目的のために会計へのサポートをする法人あるいは個人

（入会）

第5条 本会に入会を希望する者は、申込書による意思表示と別途定める会費の納入により入会することが出来る。

（会員の資格）

第6条 会員は自ら本会に対し、退会の意思表示を行うまではその資格を失わない。

ただし、本会の名誉を著しく損ない、理事会にて除名が決定した場合。

第３章　役員

（役員）

第7条 本会に次に掲げる役員をおき、ＳＶ会員の中から総会にて選出する。

(1) 監事　２名
(2) 代表理事　１名

(3) 副理事　　１名

(4) 理事　　　若干名

（役員の任期）

第8条 役員の任期を１年とする、ただし、再任を妨げない。

２．補欠による役員の任期は前任者の残任期間とする。

３．役員はその任期満了後も、後任者が就任するまで、その職を行なわなければならない。

（役員の任務）

第９条　代表理事は会務を総理し本会を代表する。

　　　　２．副理事は代表理事を補佐し、代表理事に事故あるときは、すみやかに

その職務を代行する。

　　　　３．理事はこの会則の定め及び総会または理事会の議決に基づき、管理、会計など本会の業務を執行する。

　　　　４．監事は、次に掲げる職務を行う。

（1） 理事の業務執行の状況を監査すること。

（2） 本会の財産の状況を監査すること。

（3） 前２号の規定による監査の結果、本会の業務又は財産に関し不正の行為又は法令もしくは会則に違反する事実があることを発見した場合には、これを総会に報告すること。

第4章 会議

（種別）

第１０条　本会の会議は総会と理事会とし、その他事業遂行のため理事会の下に議決権のない会議を随時おくことができる。

第１１条　総会は、通常総会と臨時総会とする。

（総会の構成）

第１２条　総会は、ＳＶ会員をもって構成する。

（総会の権能）

第１３条　総会は、以下の事項について議決する。

（1） 会則、内規等の改正

（2） 事業計画及び収支予算ならびにその変更

（3） 事業報告及び収支決算

（4） 役員の選任及び解任

（5） その他運営に関する重要事項

（総会の開催）

第１４条　通常総会は毎年１回代表理事が招集し、臨時総会は代表理事が必要と認めたときあるいは、ＳＶ会員の２／３以上の請求があったときに開催できる。

２．総会の議長は、その総会に出席したＳＶ会員の中から選出する。

３．総会は、ＳＶ会員の２分の１以上の出席をもって成立する。

４．総会の議決は出席者の過半数をもっておこない、可否同数の時は、議長の決するところによる。ただし、本会則の改訂には２／３以上の賛成者を必要とする。

（理事会）

第１５条　理事会は、代表理事、副理事、理事をもって構成する。

（理事会の権能）

第１６条　理事会はこの会則に別に定める事項のほか、次の事項を議決する。

（1） 総会に付議すべき事項の執行に関する事項

（2） 総会の議決した事項の執行に関する事項

（3） その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

（理事会の開催）

第１７条　理事会は、代表理事が招集し、代表理事が必要と認めたとき、また、理事総数の５分の４以上から理事会の目的である事項を記載した書面により召集の請求があったときこれを開催できる。

２．理事会の議長は代表理事がこれにあたる。

３．理事会の議事は、構成メンバーの過半数をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところによる。

第６章　会計

（会計の年度、責任者および運営）

第１８条　（１）本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

　　　　　（２）会計責任者は理事の中から選出する。

　　　　　（３）本会の運営資金は会費・寄付金その他をもってこれにあてる。

　　　　　（４）本会の会計は適宜監査を受け、総会に報告・承認を受けるものとする。

第７章　細則

第１９条　その他、この会則に定めていない項目など、本会の事業遂行に必要な内規は、理事会で定め、総会で承認を得るものとする。

附則

１．　この会則は、平成２１年３月２９日より適用する。
内規１　会費

第１条　ＳＶ２００４の会員は下記に定める会費を納入しなければならない。

（1） ＳＶ会員　年額　一口１，０００　円

（2） サポート会員　個人　年額　一口２，０００円

（3） サポート会員　法人　年額　一口１０，０００円

（４）　年会費は年度の中途の納入であっても、金額はかわらないものとする。

第2条 会費の請求、管理は、理事の中の会計担当が行う。

第3条 会費は現金、振込み、など、カード支払い以外の方法で年度の初め及び入会時に支払う。

内規２　プロジェクトの設置

第1条 ＳＶ２００４の円滑な事業の推進、遂行のために、ＳＶ会員が組織するプロジェクトグループを、理事会の承認をもって置くことができる。

第2条 プロジェクトグループの規定は各グループにて提案し理事会で決めることができる。

内規３　その他の会議

第１条　ＳＶ２００４の円滑な事業の推進、遂行のために、定例会とプロジェクトミーティングを設置する。

第２条　定例会は、代表理事が招集する。

２．定例会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面により開催の日の少なくても５日前までに通知しなければならない。

３．定例会には会員のほか、ＳＶ会員の要請で非会員も参加できる。

４．定例会の議長は出席したＳＶ会員の中から選出する。

第３条　定例会における会員による決議事項は理事会のそれに代わるものとすることができ、理事会が承認する。

第４条　プロジェクトグループが行う会議の内容は定例会に報告することとする。

内規４　　謝礼

第１条　ＳＶに対する外部よりの講師・記事などの依頼に対する謝礼については一旦会に入金の上実費（旅費交通費・通信費・日当）を支払うものとする。
第２条　ＳＶにて外部に依頼する講演・司会については謝金として３，０００円より１０，０００円を支払い、あわせて旅費交通費の実費を負担する。

